
 
 

 

 

 

 

コロナ変異株で緊急事態宣言が発出中ですが･･･（いつまでコロナが続くのか？） 

心の栄養として読んでくれれば嬉しいです。補足 
◆2018年 4月 13日（金）の毎日新聞に、木戸が龍馬に宛てた手紙の原本が見つかったと掲

載されていた。＜下側＞ また、以前にもバイきんぐが、ある番組の中で龍馬の手紙を発

見したことが話題になった。＜右側＞ 

２０１４．４．８（火）のネットニュースより 

バイきんぐお手柄！超お宝・坂本龍馬の手紙を“発掘” 

龍馬、暗殺直前の手紙発見 後藤象二郎宛て新政府語る 

 坂本龍馬（１８３５～６７）が暗殺される直前、土佐藩重臣の後藤象二郎に宛てた手紙の

草稿とみられる文書が、東京都内で見つかった。新政府樹立に向けた構想などが書かれて

いる。鑑定人の一人で京都国立博物館の宮川禎一・研究員は「龍馬の最晩年の動きを裏付

ける史料は少なく、貴重だ」としている。 

 

 持ち主は３０年以上前に古物商から購入

したという。高知県立坂本龍馬記念館（高

知市）などが筆跡や内容などから「直筆」

と判断した。日付がないことなどから、草

稿とみられる。 

 記念館などによると、草稿は縦１９・５

センチ、横１０４センチで巻物に仕立てら

れている。「越行（えつゆき）の記（き）」

と題され、後藤に宛てた福井藩への「出張

復命書」。龍馬が１８６７（慶応３）年１０

月２８日ごろに福井藩を訪れ、藩士の三岡

八郎（１８２９～１９０９）と新政府樹立など国の将来について語り合った内容が書かれ

ている。同年１１月５日に京都に戻った後に書いたとみられ、同月１５日に龍馬は京都で

暗殺された。 

 

 

【坂本龍馬とは…】＜すでに社会科の授業で習ったよね＞ 

◆「世界の海援隊」を夢見た士魂商才の男。土佐藩、高知城下に町人郷士坂本家の次男とし

て生まれた。坂本家はもともと商家で、龍馬は自由で合理的な町人気質に触れながら育った。 

 

◆窮屈な土佐藩を飛び出し、幕臣勝海舟のもとで航海術を習得し、長崎で貿易会社を兼ねた

政治結社・亀山社中、そして海援隊を組織する。そして、対立していた薩摩藩と長州藩の間

を調停し、薩長同盟の締結に尽力。 

 

◆さらに、徳川慶喜の大政奉還を画策し、明治維新を大きく推し進める原動力となった。何

者かに暗殺され、「世界の海援隊を作る」という夢半ばにして、３３年の短い人生の幕を閉

じた。（ＮＨＫホームページより抜粋） 

                   

◆「これから何をやるつもりか？」。江戸幕府の大政奉還の直後、西郷隆盛が坂本龍馬に聞

いた。「新政府の役人などまっぴらごめんだ。世界の海援隊でもやるかな」。倒幕に奔走し

た志士の答えに、西郷は二の句がつげなかったそうだ。かっこよすぎるゥ～！！ 
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緊急事態宣言が６月 20 日まで延長されるとか･･･部活動も制限されますが、6/18 の実力に向けてコツコツと地道な努力を続けてほしい！「継続は力なり」間違いない!! 


